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column 
No.74 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

子どもたちに英語を通して外国の文化を伝える

「多様性」から深められる
学びと経験

　地域おこし協力隊として、同じ時期に観光課に
所属となった吉川さんが中心となって開催してい
る体験教室「つばめ学級」。私は、幼稚園や小・中
学校で英語を教えていた経験を活かし、異文化体
験 DAY を実施しました。午前中は世界とつながる
楽しさや海外に関わる職業などを紹介。子どもた
ちは、自分の名前を英語で書いたり、英語での簡
単なあいさつや自己紹介の練習をしたりしました。
午後は柳川高校の生徒の皆さんと英語でゲームを
したり、一緒におやつを食べながら話したり、遊
んだりと盛りだくさんの内容。最後の質問タイム
は大いに盛り上がり、子どもたちは異文化を身を
持って体験しました。
　語学を学ぶと、外国の文化にも触れることがで
き、新しい発見につながります。こうした人との
ふれあいを通した言語・文化を学ぶ機会によって、
子どもたちが多様性を知り、受け入れるきっかけ
になればうれしいです。

　新たな食の魅力づくりとして、10 月に日曜日限
定で、柳川産の巨峰を使ったスムージーとソーダ
を販売しました。レシピは糸島市にある「BlueRoof」
さんが監修。秋に合う爽やかな風味に仕上げても
らいました。多くの人に「おいしかった」と声を
かけていただき、とてもうれしかったです。この
場を借りて、むつごろうランドまでお越しいただ
いた皆さん、関わっていただいた皆さんにお礼を
申し上げます。ありがとうございました。
　今回の販売を通して、食には人を呼ぶ力がある
と改めて思いました。人が訪れたいと思う魅力の
一つに必ず食があります。豊かな自然や風情を感
じる川下り、独自の食であるうなぎのセイロ蒸し
など、柳川には多くの恵みがあります。今後さら
に柳川が発展していくためには、新たな食が不可
欠だと思います。私の任期も残り少なくなってき
ました。限られた期間で知恵を振り絞り任期終了
まで進んで行きたいと思います。

むつごろうランドで販売した柳川巨峰スムージー

柳川巨峰スムージーに
大きな手ごたえ

遠藤 大輔（26歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川観光の
未来を担うマルチプレーヤーを担当

平原 真紀子（43歳）

【プロフィル】市観光課に所属。着地型観光
事業や観光振興・誘客支援事業を担当


